
                          
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



                          
 

 

 



                          
 

 
 

 
 
 
 
 



                          
 

 

注）(B)のストップコックより精製水が排出されます。 

 

抽出ユニットのカバー 
 



                          
 

 

 

注）ネジが固い場合があります。ネジをな

めらさないように注意して下さい。初めて

ランプを交換する場合は六角レンチの短

い方を使用して下さい。 

 



                          
 

 
  
 
 

上記項目 13 を参照 
 



                          
 

 

 
 

流動ダイがキャビィティボウルに付いてない事を確認する事 

  



                          
 

 

 



                          
 

 

アノード＝ 赤ケーブル＝＋ 
カソード＝ 黒ケーブル＝－ 

注意)レーザーロッド(C)は絶対に動かさないで下さい。 
(C)を動かすとレーザーが照射されなくなる可能性があります。 



                          
 

注意事項 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

下部の溝に正常に入っているのにキャビィティ       
が平行に閉まらない場合は、流動ダイを 
手前と奥に多少動かして上部のキャビィティの 
溝に平行に入るように調整願います。 
 
 

流動ダイ 

下部の溝 

流動ダイ 

     下部の溝 
 

誤り 

誤り 

流動ダイ 
上部の溝 

下部の溝 

OK 

フラッシュ・ランプ装着後、キャビィティをつけま

す、フロープレートを溝に差込み垂直に立てキ

ャビィティが平行の状態で入るように位置を調

整しながらキャビィティをはめ込んで下さい。 

注意）流動ダイは差し込んだ状態で必ず溝に対

して平行になるようにして下さい。 

 
 

上部の溝 

上部の溝 



                          
 

取り外した方法と逆の手順で取り付けて下さい。 

 

 

アノード＝ 赤ケーブル＝＋      カソード＝ 黒ケーブル＝－ 

注）５分間、脱イオン水を循環させて各種に水漏れがないかを確認して下さい。 

 



                          
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

       



                          
 
ランプの交換が完了後に設定をリセットして下さい。 

 

      
 

レーザー溶接機を起動させてください。 

起動後に画面上のスパナのマークをタッチしてください。 

 

 

上記の画面に切り替わりましたら画面上の Engineerをタッチしてください。 



                          
 

      
上記の画面に切り替わりましたら service passwordを入力します。 

画面上の eをタッチし次にエンターボタンをタッチしてください。 

 

下記の画面の Lamp settings項目の Changeをタッチしてください。 

      

 

 

 



                          
 
下記の画面に切り替わりましたら、Lamp pulsecounter項目の Resetをタッチし

てください。 

 

下記の画面に切り替わりましたら、画面上の Yをタッチしてください。 

 

これでランプのリセットは完了です。 

リセットが完了しましたのでレーザー溶接機を使用してください。 


